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第
44
回
糖
尿
病
週
間
講
演
会

平
成
20
年
11
月
８
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
５
時

九
段
会
館
大
ホ
ー
ル

『「
広
げ
よ
う
！
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
」

末
梢
血
管
・
心
臓
を
糖
尿
病
か
ら
守
る
』

「
糖
尿
病
の
予
備
群
の
時
か
ら
血
管
を
守
る
重
要
性
」
が
、
多
く
の
研
究
に

よ
り
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
実
行
委
員
長
と
し
て
今
回
の
テ
ー
マ
を

決
め
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
専
門
の
先
生
方
に
講
演
を
依
頼
。
当
日
は

熱
心
な
約
6
0
0
名
の
参
加
者
で
、
ほ
ぼ
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

○
開
会
の
辞

日
本
糖
尿
病
協
会
東
京
都
支
部
長�

菅
原
正
弘
先
生

○
基
調
講
演

「
な
ぜ
血
圧
は
正
常
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？:

　

家
庭
血
圧
測
定
の
活
か
し
方
」

座
長�

公
立
昭
和
病
院　

貴
田
岡
正
史
先
生

演
者�

東
北
大
学
大
学
院
薬
学
・
医
学
系（
併
）

�

研
究
科
臨
床
薬
学
教
授　

今
井　

潤
先
生

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
心
臓
を
糖
尿
病
の
脅
威
か
ら
守
る
た
め
に
』

座
長　

�

関
東
中
央
病
院
代
謝
内
分
泌
科	

�
�

水
野
有
三
先
生

座
長　

�

多
摩
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い	
�

�

宮
川
高
一
先
生

①
慢
性
腎
臓
病
と
は
？　

腎
臓
病
と
心
臓
病
の
深
い
関
係

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
准
教
授�

宇
都
宮
一
典
先
生

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
よ
る
血
管
の
病
変

順
天
堂
大
学
医
学
部
准
教
授�

綿
田
裕
孝
先
生

③
食
後
高
血
糖
か
ら
心
臓
を
守
る
た
め
の
食
事
療
法
の
コ
ツ

加
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク�

加
藤
則
子
先
生

④
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
原
因
に
歯
周
病
？

康
本
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長�

康
本
征
史
先
生

○
閉
会
の
辞　

実
行
委
員
長　

加
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

�

加
藤
光
敏
先
生

高
血
圧
診
療
に
お
け
る

３
つ
の
Ｓ
と
２
つ
の
Ｌ

高
血
圧
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

（
S
o
o
n
）

昔
の
高
血
圧
は
、
食
塩
の
過
剰
摂
取
、
低
栄

養
、
重
症
高
血
圧
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
昔
は
劇
症
の
脳
出
血

基
調
講
演

「
な
ぜ
血
圧
は
正
常
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？

�

︱
︱
家
庭
血
圧
測
定
の

�
生
か
し
方
」

で
多
く
の
壮
年
者
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
、
同
じ
脳
卒
中
で
も
死
に
至
ら
な
い
脳
梗
塞

が
、
高
齢
者
に
発
症
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
軽
症
な
高
血
圧
と
い
え
ど
も
長
い
間

高
血
圧
を
放
置
し
て
お
く
と
脳
卒
中
の
よ
う
な
怖

い
疾
病
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
軽
症
な
高
血
圧
と
い
え
ど
も
早
期

に
発
見
し
︵
S
o
o
n
︶、
早
期
に
治
療
を
開
始

︵
S
o
o
n
︶
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
し
て
外
来
で
の
一
般
的
な
高
血
圧
治
療
開

始
レ
ベ
ル
が
140
／
90
㎜
Hg
な
の
で
す
。
一
方
糖
尿

病
や
腎
臓
病
を
有
し
て
い
る
人
で
は
血
圧
が
130
～

139
／
85
～
89
㎜
Hg
の
正
常
高
値
で
あ
っ
て
も
治
療

が
開
始
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
良
い
血
圧
（
L
o
w
）

ど
ん
な
年
齢
の
人
た
ち
で
も
120
／
80
㎜
Hg
以
上

で
あ
れ
ば
、
血
圧
の
上
昇
と
と
も
に
直
線
的
に
脳

卒
中
や
心
臓
病
発
症
の
危
険
が
増
す
と
い
う
の
で

す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
全
く
正
常
と
考
え
ら
れ
て

い
た
130
／
85
㎜
Hg
と
い
っ
た
血
圧
レ
ベ
ル
は
120
／

80
㎜
Hg
未
満
の
本
当
に
血
圧
の
低
い
人
に
比
べ
る

と
、
脳
心
血
管
病
の
発
症
が
、
３
～
４
倍
も
高
い

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
従
っ
て
、
血
圧

は
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
良
い
と
い
え
ま
す
。
中
で

も
糖
尿
病
や
腎
障
害
を
有
す
る
人
で
は
血
圧
を
低

く
保
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
降
圧
目
標
は
130
／
80

㎜
Hg
未
満
で
す
。
こ
の
低
い
血
圧
を
維
持
す
る
こ

と
で
糖
尿
病
の
合
併
症
を
防
げ
る
の
で
す
。
病
的

な
低
血
圧
を
除
き
、
一
般
に
低
血
圧
の
人
は
長
寿

な
の
で
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
未
治
療
の
人
に
関

し
て
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と
且
つ
確
実
に

す
で
に
動
脈
硬
化
症
の
病
変
が
生
じ
て
い
る
場

合
￨
高
齢
者
に
多
い
￨
こ
れ
も
急
に
血
圧
を
下
げ

る
と
脳
や
腎
臓
や
心
臓
を
流
れ
る
血
液
の
量
が
一

時
的
に
せ
よ
減
少
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
︵
s
l
o
w
︶
降
圧
し
ま

す
︵
例
外
も
あ
り
ま
す
︶。

家
庭
血
圧
に
よ
る
高
血
圧
の
自
己
管
理

家
庭
で
測
定
す
る
血
圧
を
﹁
家
庭
血
圧
﹂
と
呼

び
ま
す
。
自
分
で
測
る
の
で
緊
張
が
少
な
く
外
来

血
圧
よ
り
低
く
安
定
し
ま
す
の
で
、
135
／
85
㎜
Hg

以
上
を
高
血
圧
の
基
準
値
と
し
て
い
ま
す
。

血
圧
は
昼
間
の
活
動
時
は
高
く
、
夜
間
の
就
寝

時
は
低
い
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
り
、
夜
間
に
高

い
の
は
危
険
な
病
態
で
す
。

正
し
い
標
準
的
な
測
定
方
法

通
常
、
朝
と
夜
に
測
定
し
ま
す
。
朝
は
起
床
後

１
時
間
以
内
、
排
尿
後
、
座
位
１
～
２
分
の
安
静

時
、
服
薬
前
、
朝
食
前
を
勧
め
て
い
ま
す
。
夜
は

就
寝
前
、
座
位
１
～
２
分
の
安
静
後
で
す
。
朝
晩

の
測
定
回
数
は
特
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
血
圧
は

測
定
の
た
び
に
値
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
複
数
回

測
定
し
た
血
圧
は
す
べ
て
記
録
し
て
医
師
に
見
せ

て
く
だ
さ
い
。
朝
晩
１
回
ず
つ
で
も
毎
日
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
で
す
。
家
庭
血
圧
に

お
け
る
﹁
高
血
圧
﹂﹁
正
常
﹂
の
基
準
値
は
、
１

週
間
、
２
週
間
の
平
均
値
が
根
拠
と
な
り
ま
す
。
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